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時 6月 15日(土)午 後3時      場  所 母校 本 庄高校視聴覚教室
衛招待予定恩師 相 川徳平、関田昌助両先生
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名
簿
発
刊
に
寄
せ
て

同
窓
会
長
　
一戸

（谷

Ａ全

一見

（高

一
回
卒
）

今
年
の
春
は
例
年
に
な
く
寒
さ

が
続
き
、
北
国
で
は
大
雷
に
見
舞

わ
れ
た
所
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

異
常
気
象
も
お
花
見
が
長
く
出
来

た
と
云
う
思
わ
ぬ
給
い
物
も

一
方

で
は
生
じ
ま
し
た
。

処
で
、
会
員
の
皆
様
が
こ
の
会

報
を
ご
覧
に
な
ら
れ
る
時
に
は
新

し
い
会
員
名
簿
が
お
手
元
に
届
い

て
お
る
事
と
思
い
ま
す
の
で
そ
の

事
に
一
寸
触
れ
さ
せ
て
頂
ぎ
ま
す
。

我
が
母
校
の
あ
る
児
玉
郡
に
は

埼
玉
県
始
め
東
京
都
並
び
に
神
奈

川
県
の
一
部
を
含
む
所
謂

「武
蔵

野
田
」
の
鎮
守
で
あ
る
こ
の
富
金

鎖
神
社
が
鎮
座
ま
し
ま
す
事
は
皆

様
御
承
知
の
事
と
思
い
ま
す
。
そ

こ
で
母
校
の
御
発
展
と
会
員
皆
様

の
御
健
勝
を
祈
念
す
る
意
味
合
い

か
ら
、
幸
い
に
も
富
司
様
が
卒
業

生
と
云
う
ご
縁
で
懇
願
し
て
名
簿

の
題
字
に
ご
健
筆
を
揮
っ
て
戴
い

た
の
で
あ
り
ま
す
。

も
う

一
つ
表
紙
絵
の
件
で
す
が

昭
和
二
十
年
代
ま
で
は
母
校
の
日

り
は

「中
学
校
山
」
と
云
わ
れ
た

平
地
林
が
囲
み
、
情
緒
盤
か
な
武

蔵
野
の
面
影
が
色
濃
く
残
っ
て
お

り
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
を
陣
観

す
る
よ
う
に
柏
塔
が
盤
一え
て
見
え

た
も
の
で
し
た
。
先
輩
方
に
は
往

時
を
憾
ん
で
頂
き
、
後
輩
に
は
伝

統
の
重
み
を
味
わ
っ
て
貰
い
た
い

と
願
い
、
そ
れ
に
相
応
し
い
絵
を

持
田
先
生
に
画
集
の
中
か
ら
選
ん

で
戴
い
た
の
で
あ
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
今
回
の

総
会
は
、
校
長
先
生
を
始
め
教
職

員
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
、
母

校
続
聴
覚
教
室
で
の
開
催
に
な
り

ま
し
た
。
是
非
総
会
に
ご
出
解
に

な
り
、
母
校
の
現
況
を
ご
覧
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

尚
、
招
待
恩
師
に
は
共
に
卒
業

生
で
も
あ
り
ま
す
相
川
犠
平
先
生

〈
旧
中

一
）
と
関
田
畠
助
先
生

（旧
中
六
）
に
ご
出
席
を
お
願
い

致
し
ま
し
た
。
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(下)改 築予定の格技場 (右端)を のぞむ
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志

を

立

て

る

岡
窓
会
会
員
の
皆
様
に
は
、
母

校
発
展
の
た
め
日
頃
よ
り
御
支
援

学
校
長

坂

本
　
　
博

（高
七
回
卒
）

御
協
力
を
頂
き
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

お
蔭
様
で
本
庄
高
校
は
充
実
じ

た
活
動
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。

本
年
の
春
の
進
路
結
果
で
は
、

現
役
の
生
徒
の
活
動
が
目
立
ち
、

努
力
の
成
果
が
で
て
き
ま
し
た
。

近
頃
の
生
徒
は
概
し
て
真
面
目

ヾ

いヽ
さ
，ヽ
い，いやヽ
いヽ
子“豊

ミ゙
ミ
い卓
澪
いヽ出ヽ
いドヽ
いや“ミ
い一いい≡〕苺
玉
いミ
やさ
いま
母
豊
ま
いヽ
さ
さ
ヽ
村
ヽ
ヽ
革
さ
さ
ヽ
ヽ
さ
さ
さ
車
さ
いミ
いミ
ミ

ミ
中中苺
い
いいさ
葦
中”や
”い
さ
い登
革
車゙

一ヽせ
ヽ
さ
車Ｓ

さヽ
詳
中”ミ
章
ミ
車
いさ
いヽ

事
ヽ
ヽ
ば
ヽ
ポ
革
革
ヽ
革
い専
ヽ

後

悔

有

り

「我
、
事
に
於
て
後
悔
無
し
」

と
、
剣
袋
宮
本
武
蔵
は
言
っ
て
い

る
そ
う
だ
。
彼
の
一一諄
つ
「事
」
と

は
何
を
指
し
て
い
る
の
か
。
多
分

彼
の
こ
と
だ
か
ら
生
滋
何
人
か
の

徳
　
平

回
卒

・
旧
母
校
職
員
）

生
命
を
奪
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

そ
の
事
も
含
め
て
の
反
省
の
言
で

あ
ろ
う
が
、
私
に
は
殺
人
の
経
験

は
無
い
が
、
恥
ず
か
し
年
ら
省
み

て
後
悔
の
念
の
み
で
あ
る
。
私
は

八
十
七
歳
に
な
る
。
過
去
は
茫
々

と
し
て
遥
け
く
、
総
べ
て
お
ぼ
ろ

お
ぼ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
た
々
と

し
て
お
ぼ
ろ
お
ぼ
ろ
の
中
に
、
断

片
的
に
鮮
烈
に
後
悔
の
念
に
責
め

ら
れ
る
事
ど
も
が
、
最
近
頻
り
に

^相
本

空サ||

で
繋
直
で
あ
り
ま
す
が
、
往
年
の

生
徒
と
比
べ
て
、
進
取
の
気
風
と

か
覇
気
に
欠
け
る
と

一
般
に
い
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
本
校
も
例
外
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

質
実
剛
健
の
校
風
を
伝
統
と
じ

た
先
輩
諸
氏
の
若
者
た
ち
へ
の
激

励
の
声
が
若
葉
の
風
に
の
っ
て
聞

こ
え
て
く
る
よ
う
で
す
。

「十
有
五
に
し
て
学
を
志
じ
」

と
あ
り
ま
す
が
、
高
校
時
代
、
生

徒
諸
君
が
、
人
生
の
在
り
方
を

し
っ
か
り
見
据
え
て
自
ら
の
理
想

や
思
葉
を
練
り
、
精
神
的
に
豊
か

な
人
生
を
創
造
し
て
欲
し
い
と
服
っ

あ
れ
こ
れ
と
盤
援
に
浮
か
ん
で
米

る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
歯

戒
と
も
な
る
の
で
あ
る
。
「
あ
の

時
あ
あ
言
え
ば
よ
か
っ
た
、
あ
あ

す
れ
ば
よ
か
っ
た
」
な
ど
と
。

然
し
年
ら
、
人
間
誰
し
も
日
常

の
一百
動
に
総
べ
て
万
金
と
い
う
訳

に
は
い
か
な
い
の
で
あ
る
か
ら
と
、

我
と
我
が
身
を
赦
す
気
持
も
無
い

訳
で
は
な
い
が
。
と
は
電
え
反
省

し
て
後
悔
す
る
こ
と
は
、
己
の
思

感
の
浅
さ
と
愚
か
さ
を
切
々
と
思

い
知
ら
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
冥
土
に
行

っ

て
、
エ
ン
マ
大
革
に
指
摘
さ
れ
る

よ
う
な
罪
状
態
無
い
つ
も
り
だ
が

て
い
ま
す
。
以
前
か
ら
本
高
生
は

晩
成
型
の
人
が
少
な
く
な
か
っ
た
。

才
気
換
発
で
は
な
い
が
、
地
味

な
実
力
養
成
、
思
い
や
り
を
大
切

に
し
て
き
ま
し
た
。

人
生
八
十
年
代
、
二
十
代
や
二

十
代
で
花
を
咲
か
せ
て
、
四
十
代

で
奏
む
よ
り
、
五
十
歳
過
ぎ
て
か

ら
大
輪
の
美
し
い
花
を
咲
か
せ
て

と
期
待
し
て
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
は
独
創
性
や

創
造
力
が
大
寧
な
も
の
と
な
り
ま

す
。
じ
っ
く
り
身
体
や
精
神
を
鍛

え
、
素
暗
ら
し
い
創
造
性
を
発
し

て
欲
し
い
と
願
っ
て
ま
す
。

生
き
て
い
る
間
に
、
反
省
し
後
悔

す
る
こ
と
は
、
自
戒
に
も

つ
な
が

る
の
で
、
精
神
的
修
業
に
も
な
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、

多
少
心
境
的
に
、
次
元
の
高
い
も

の
が
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

只
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
こ
と

が
あ
る
。
そ
れ
は
あ
れ
こ
れ
の
人

か
ら
受
け
た
恩
で
あ
る
。
そ
れ
等

の
人
は
今
は
な
世
し
て
い
な
い
。

ご
恩
返
し
が
出
来
な
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
如
何
と
も
し
が
た
い
の
で

あ
る
。
せ
め
て
、
次
代
の
者
に
多

少
の
恩
恵
ら
し
き
こ
と
を
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
そ
の
罪
を
償
お
う
。

省
み
て
、
旧
制
本
産
中
学
五
年

間
は
、
楽
し
い
日
々
で
あ

っ
た
。

（
一
九
九
六

・
四
）

↑

柴
雲
書
遣
会

郷
一　
蕩
一　
々

（た
ん
に
し
て
と
う
と
う
）

心
平
か
で
品
つ
広
い

（論
語
）

平
成
七
年
度

事

業

報

告

７
年
４
月
０
母
校
入
学
式
に
出
席

０
統

一
地
方
選
立
候
補

会
員
を
激
励

０
会
員
名
簿
協
力
委
員

の
選
定

６
月
０
会
報
拠
号
発
行

０
通
常
総
会
脱
催

８
月
　
調
査
カ
ー
ド
発
送

出
月
　
中
高
連
絡
会
開
催

‐２
月
船
会
報
２２
号
発
行

０
年
賀
状
発
送

８
年
２
月
　
支
部
長
会
議
並
び
に

新
年
会
開
催

３
月
０
勘
成
金
及
び
育
英
金

を
贈
景

０
新
会
員
入
会
式
開
催

０
母
校
卒
業
式
に
出
府

平
成
八
年
版

会
員
名
簿
発
刊

去
る
五
月
十
五
日
待
望
の
新
名

簿
が
出
来
上
が
り
予
約
し
た
方
に

は
発
送
さ
れ
ま
し
た
。
未
だ
壊
部

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
希
望
の
方
は

四
千
円
を
添
え
て
学
校
又
は
事
務

局
ま
で
お
中
し
込
み
下
さ
い
。

「
ニ
セ
会

員
名

簿

に

ご

注
意

を
」

新
会
員
名
簿
が
発
刊
さ
れ
ま
す

と
そ
の
後
か
ら
決
ま
っ
て

「職
業

別
会
員
名
簿
」
な
る
も
の
が
岡
窓

会
名
を
装
っ
て
発
行
さ
れ
ま
す
。

被
害
に
会
わ
ぬ
よ
う
注
意
を
払
い

勧
誘
さ
れ
た
場
合
は
学
校
又
は
同

窓
会
事
務
局
に
ご

一
報
下
さ
い
。

▼
総
会
を

母
校
で
開
催
洋

数
年
来
会
員
の
中
か
ら
総
会
を

母
校
で
開
催
し
て
欲
し
い
と
言
う

声
が
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
役

員
会
に
於
て
も
そ
の
是
非
に
つ
い

て
話
し
合
い
の
場
を
持

っ
て
お
り

ま
し
た
が
、
今
朋
学
校
側
の
ご
了

解
と
ご
協
力
が
得
ら
れ
ま
し
た
の

で
待
望
の
母
校
で
の
総
会
開
催
の

運
び
に
な

っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
う
い
う
機
会
で
も
な
い
と
中
々

母
校
に
足
を
向
け
る
事
も
な
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ど
う

か
爾

っ
て
総
会
に
参
加
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
前
に
時
間
を
作

っ
て

頂
き
変
わ
り
行
く
母
校
の
現
況
を

ご
自
分
の
眼
で
ご
ら
ん
に
な
り
、

有
慮
義
な
ご
提
案
な
ど
戴
け
れ
ば

望
外
な
穏
び
に
な
る
わ
け
で
あ
り

ま
す
。
総
会
後
の
記
念
音
楽
会
も

引
き
続
き
そ
の
場
で
開
催
し
、
懇

親
会
は
送
迎
バ
ス
で
埼
玉
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
本
庄
に
移
動
し
て
行
い

ま
す
。「

訂
正
の
お
願
い
」

十
ｉ
月
発
行
の
二
十
ｉ
号
工
貰

の
末
尾
寄
稿
者
の
お
名
前
を
誤

っ

て

「
た
か
ぎ

・
た
か
し
」
と
し
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
た
だ
し
く
は

「
た
か
ぎ
た
だ
し
」
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
紙
爾
を
お
借
り
し
て
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
ご
訂
正
を

お
願
い
数
し
ま
す
。
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進
路
状
況
報
告

進
路
指
導
部

藤
掛
サ
ク
ラ

今
番
の
本
鹿
高
校
の
進
路
状
況

は
下
の
表
の
示
す
通
り
で
す
。

現
役
の
四
年
制
大
学
は
増
加
じ

つ
い
に
九
〇
名
と
な
り
ま
し
た
。

短
大
は
八
七
名
で
昨
年
と
ほ
ぼ
同

数
、
専
門
学
校
は
七
二
名
、
就
職

は
五
名
で
し
た
。
浪
人
は
昨
年
よ

り
ニ
ヤ
数
名
減
少
し
、
来
春
を
め

ざ
し
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー

試
験
の
受
験
者
は
約
九
０
名
で
し

た
。
特
徴
的
な
こ
と
と
し
て
は
、

専
門
学
校
の
増
加
、
一凛
人
食
環
少
、

公
務
員
等
の
驚
異
的
難
化
傾
向
の

継
続
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

本
校
で
は
、
生
徒
の
進
路
希
望

に
対
応
し
、

一
二

一年
生
は
年
五

回
の
実
カ
テ
ス
ト
、
三
年
生
は
、

年
十
日
の
機
試
、
五
国
の
公
務
員

模
試
、
四
回
の
看
護
医
療
系
模
試

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学

力
向
上
を
目
指
し
、
補
習
授
業
等

を
三
年
生
を
中
心
に
、
放
課
後
や

長
期
体
業
中
に
実
施
じ
て
い
ま
す
。

一
・
二
年
生
は
、
秋
に
講
師
を
招

い
て
進
路
説
明
会
を
、
一岳
竹
生
は
、

一
学
期
に
、
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
、

講
師
を
紹
い
て
の
進
路
説
明
会
及

び
分
野
別
分
科
会
等
を
学
校
で
笑

施
し
て
い
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
生
徒
の
進
路

希
望
が
実
現
す
る
よ
う
、
学
校
全

体
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

目 立 大 掌   人 数
群 馬 大 学

2  高 崎 経 済 大 学  3

3  群 馬 県 立 女 子 大 学  1

埼 玉 大 学

5  図 書 館 情 報 大 学  ユ

6 電 気 通 信 大 学  1

7  東 京 学 芸 大 学  1

8  東 京 芸 術 大 学  ユ

9 東 京都立科学技術大  l

1 0  東 京 都 立 大 学  1

1 1  福 岡 県 立 大 学  I

1 2福 島 大 学 1
Ａ
ロ 計

私 立 大 学   人 数
1  大 東 文 化 大 学  30

2  東  洋  大  学  2 8

3  城  西  大  学  2 3

4  日  本  大  学  2 2

5国 士 舘 大 学 13

6東 海 大 学 10

7  東 京 国 際 大 学  10

8  駒  沢  大  学  9

9立 正 大 学 8

10法 政 大 学 7

11中 央 大 学 6

12帝 京 大 学 6

13明 治 大 学 5

14駿 河 台 大 学 5

15  足 利 工 業 大 学  5

1 6立 教 大 学 5

17工 学 院 大 学 4

18神 奈 川 大 学 4

19専 修 大 学 4

20  東 京 理 科 大 学  4

女 子 栄 養 大 学  3

早 稲 田 大 学 3

東 京 電 機 大 学  3

2 4濁 協 大 学

25 武 蔵 野 音 楽 大 学

３

　

３

2 6立 教 大 学

27亜 細 亜 大 学

28聖 学 院 大 学

29 跡 見 学 園 女 子 大 学

30 多 摩 美 術 大 学

３

　

２

　

２

　

２

3 1大 正 大 学 2

32拓 殖 大 学 2

33  日 本 女 子 大 学  2

3 4  武  蔵  大  学  2

3 5  流 通 経 済 大 学  2

学

学

学

学

学

嚇験志車強

寧弾
林醐
響

囲

愛

杏

開

関

３６

３７

３８

３９

４０

4 1  京 都 産 業 大 学  1

4 2  京 都 女 子 大 学  1

4 3玉 ナII大 学 1

4 4  金 沢 工 業 大 学  1

4 5  江 戸 ナll大 学  1

高 手 穂 商 科 大 学

目 立 音 楽 大 学

埼 玉 工 業 大 学

十文字学園女子大学

淑  徳  大  学

46

方
を

4 8

49

50

5 1  昭 和 薬 科 大 学

52

5 4

55

神 奈 川 工 科 大 学

成  城  大  学

清 泉 女 子 大 学

聖 徳 学 園 大 学

1

56

58

59

6 0

西 東 京 科 学 大 学

青 山 学 院 大 学

静 岡 理 工 科 大 学

千 葉 工 業 大 学

千 葉 商 科 大 学

1

1

1

1

1

学

学

学

学
学

大

大

大

大

成

難

済

科

大

坪

音

経
薬

邦

一泉
車泉
一泉
一泉

帝

東

東

東

東

1

1

61

62

63

6 4

65

東 北 工 業 大 学

東 北 福 祉 大 学

東 北 薬 科 大 学

東 洋 学 園 大 学

二 松 学 舎 大 学

６６

６７

鶴

６９

７〇
一

1

1

1

1

1

学

学

学

学

学

大

大

大

大

子
際
携
科
大

戦
国
鹸
濃
布

蔵

成

海

海

武

平

北

北

麻

71こ

72

73

74

75

ユ

1

1

1

1

7 6明 星 大 学 1

77目 白 大 学 1

78麗 沢 大 学 1
A

288計

現役の進路状況 (最近 5カ年の実数)下 表

卒業年 1992 1993 1994 1995 1996

国 公 立 大

私 立 大 学 66 66 80 8 8

短 期 大 学 9 8 102 74 89 87

専 門 学 校 75 62 66 73

就 職 6

そ の 他 218 183 178 178 154

卒 業 者 数 477 418 407 405 409
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終
身
会
費
納
入
に

っ
い
て
お
願
い

親
愛
な
る
会
員
の
皆
様
、
私
達
は
母
校

へ
の

寄
与
貫
献
と
会
員
相
互
の
親
睦
向
上
を
念
願
に

努
力
し
て
お
り
ま
す
が
主
た
る
基
礎
財
源
は
終

身
会
費

（壱
万
円
）
を
主
と
し
て
い
ま
す
。

未
納
の
方
の
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
る

次
第
で
す
。
終
身
会
費
ご
納
入
の
際
に
は
左
記

加
入
者
名
宛
に
郵
便
局
振
込
□
座
番
号
を
明
記

し
て
ご
入
金
下
さ
い
。

加
入
者
名
　
埼
玉
県
立
本
庄
高
等
学
校
同
窓
会

田
座
番
号
　
Ｏ
〇

一
三
〇
―
六
―
一
八
ｔ
〇
二
〇

本
高
同
窓
会
役
員

一
同

欝
！納
入
者
芳
名

平
成
７

●
＝

●

^

敬卒
称年
皓別
V

中
１６
　
本
村
秀
夫

中
１９
　
日
野
仁
保

高
７
　
飯
野
７
キ
子

高
１１
　
柿
沢
フ
ク
江
、
小
泉
　
進

類
原
義
雄
、
須
長
圭

一
、

実
方
値
子
、
斎
藤
里
子
、

株
業
宗
子
、
閣
村
浦
水
、

戸
矢
イ
セ
子
、
出
牛
和
子

武
藤
　
勲
、
新
井
宏
子
、

飯
島
照
代

高
１２
　
落
台
百
代
、
萩
原
房
子
、

倉
上
征
四
郎
、
高
本

侃
、

大
島
千
賀
子
、
須
賀
題
恵

富
岡
広
子
、
中
沢
惇
夫
、

丸
山
粂
太
郎
、
駆̈
側
利
行
、

１
～
８

●
３

●
鋭

松
澤
和
子
、
金
井
一〓一千
乃
、

高
購
　
小
森
和
雄
、
篠
田
正
也
、

資
本
喜
宏
、
徳
江
駿
介
、

小
島
正
男
、
福
島
　
昭
、

松
村
ヒ
ロ
子

高
Ｍ
　
野
田
恵
子
、
渡
辺
豊
子
、

加
藤
玄
静
、
富
沢
淑
子
、

横
田
夏
代
、
斎
藤
勝
次
、

佐
藤
省
客
、
島
田
雄
介
、

渡
辺
芳
江
、
本
度
美
知
子

高
お
　
鈴
木
慶
子
、
荻
野
威
徳
、

黒
沢
邦
男
、
剣
持
輝
子
、

古
畑
ヒ
サ
代
、
巻
島
書
ｆ
、

中
島
正
和
、
桑
原
敏
枝
、

今
西
　
眸
、
萩
原
征
輌
、

r・・― ・・―…………・……Ⅲ3……●― ●・― ・・―…………・―…………・中…………●

山
崎
照
代

高
１６
　
新
井
常
雄
、
小
島
恵
子
、

野
田
睦
代
、
鈴
木
克
美
、

佐
藤
レ
イ
子
ｆ
秘
辱
器
力
、

持
田
文
夫

高
Ｗ
　
内
田
慎

一
、
川
浦
計
男
、

小
暮
俊
之
、
小
暮
隆
史
、

小
林
壺
雄
、
結
水
正
文
、

大
橋
王
意
、
布
川
憲
男
、

高
１８
　
横
田
寛
子
、
野
描
玲
子
、

大
野
久
直
、
粟
田
文
雄
、

下
田
幸
司
、
・仲
彊
盤
琴
丁
、

石
井
芳
江
、
中
条
機
子
、

常
木
寿
之
、
長
沼
秀
雄
、

花
岡
成
明
、
逸
見
　
勲
、

柳
瀬
　
勝

高
１９
　
栗
田
陽
子
、
一邑
穂
　
勇
、

新
井
き
よ
子
、
一生
碑
饗
ば
、

西
際
春
江
、
村
岡
し
づ
江
、

長
谷
川
昇
次
、
平
野
光
極

高
２０
　
木
村
和
夫
、
萩
原
罷
代
子
、

小
林
　
隆
、
題
井
優
書
、

口
中
い
よ
子
、
関
標

悟
、

盤
見
文
子

高
３‐
　
中
林
美
恵
子

高
３７
　
本
村
敏
文
、
本
多
直
美

高
３９
　
一尚
日
英
通

定
６
　
苦
野
光
治

定
１０
　
山石
田
忠
明

定
１３
　
落
合
義
信

定
路
　
山
田
龍
男

定
Ｗ
　
茂
原
東
海
夫

定
１８
　
川
井

一
郎

一

図

書

寄

贈

↓

ｒ
ｌ
ｌ
１
ｌ
ａ
■
ｉ
ｌ
ｌ
，
３
，
３
１
１
１
１
，
こ
３
８
Ｌ

著
者
　
岡
　
一二
郎

（中
２２
）

「夏
国
漱
石
研
究
」
全
五
巻

著
者
　
塩
原
英
雄

（中
２
）

「思
い
出
の
記
」

付

・
印
度
佛
跡
紀
行

「
…
１
８ス回―ガン

1.名 誉ある歴史と伝統に輝く母校を愛し母校
の発展に寄与しよう。

1.本 高岡窓会の旗の下に結集し、地域に香り

高い文化の花を咲かせよう。

1.人 間関係を大切にし、会員相互間に親睦の

輪を拡げよう。

1.組 織を整備強化し、機能的な達絡網を拡充
して、同窓会の活性化を図ろう。

主.建 学の精神を尊重し、後輩の指導育成に努

| め よぅ。
L,… ……… ……

平
成
八
年
度

当
初
人
事
異
動

（
敬

称

略

）

【
退
職
】田
村
　
縛
泰

（全
国
制
）

若
林
　
澄
横

（定
時
制
）

【転
出
】

（全
日
制
）

事
務
長
　
横
出
　
孝
信熊
谷
女
子
高

長
谷
川
有
二
　
川
本
高

閣
黒
　
輝
久
　
川
本
高

根
岸
昌
宏
　
深
谷
商
高

若
旅
百
合
笑符
田
女
子
嵩

斎
藤
敬
子
　
本
庄
北
高

出
浦
　
尚
明
　
財
務
課

橋
本
明
子
　
足
利
西
高

須
藤

和
男熊
谷
女
子
高

（定
時
制
）

深
圏
　
邦
夫
熊
谷
養
護

折
笠
　
良
彦
　
児
玉
高

（全
日
制
）

藤
川
　
和
俊
　
白
岡
高

保
永
　
糖
光
　
体
育
課

松
村
　
昭
彦
　
妻
沼
高

山
本
　
　
正
　
児
玉
高

大
橋
圭
を
　
大
富
五
高

石
坂
　
晃

一　
新
採
用

高
橋
　
悦
子熊
谷
女
子
高

大
群
　
康
　
上
尾
南
高

小
柳
　
法
子
　
新
採
用

（定
時
制
）

内
閣
芳
子
　
熊
谷
農
高

小
林
　
博
昭
　
探
谷
高

覇畳を
教

諭

主

査

教

諭

【転
入
】

教

諭

事
務
長

教

諭

主

任

教 主

諭 査

非 主
常
勤 事

平
成
８
年
３
月
卒

′
業

岡
窓
会
幹
事

一
藍見
（全
・
定
）

ク
ラ
ス
　
氏

名

　

電

話

（〇
四
九
五
は
省
略
）

１
　
五
十
嵐
和
幸
（
２４
）四
六
五
〇

小
泉
　
雅
代
（
２‐
）九
〇

一
〇

２
　
増
村
　
泰
夫

（○
踏
八
五
）

（
３６
）四
九
九

一

森
　
　
理
子

（〇
四
八
五
）

（２４
】

五
六
二

３
　
高
山
　
直
彦

（〇
四
八
五
）

（
２５
）〇
八
〇
〇

斎
藤
　
服
子

（〇
四
八
五
）

（
３２
）七
〇
郷
七

４
　
一出
田
　
正
紹

（〇
四
八
五
）

（
７３
）一
一
一
七
〇

定

金
井
！
量
子
（
７６
〉
一四
ｉ
ｉ

小
林
　
忠
行
（
２‐
）
四
三
五
八

土
癌
　
佳
与
（
２‐
）四
三
四
ｉ

松
本
　
和
也
（
２４
￥
一九
五
〇

魔
瀬
　
利
恵
（
２‐
）九
四
工

一

森
村
　
智
彦
（
２‐
】

七

十
五

小
暮
真
貴
子
（
３３
と

閣
〇

一

伊
沢
　
　
剛

（〇
四
八
五
）

（
８６
）主
主
七
〇

肌

　

雅
子
（
２４
）六

↓
五

一

飯
塚
　
　
学

（○
搬
八
五
）

（
■
）七
三
七
九

閑
機
加
代
子
（
３３
）〇
五
九
五

森
間
　
英
明
（
２４
〉
一四
五
五

山
中
貴
美
子
（
２‐
〉
一六
四
ｉ


